
薬事日報　薬学生新聞

　桜庭君は中学までは野球少年だっ
た。高校で「駅伝をやらないか」と誘
いを受けて秋田工業高校に入学し、
5000メートルを専門にするもインタ
ーハイ出場はかなわなかった。その後
自衛隊体育学校に進んだときに、薬科
大学初の箱根出場を目標に2013年４
月に陸上部を創部した埼玉県にある日
本薬科大学で、元ヤクルト本社陸上部
で指揮を執った安田亘監督から「うち
に来ないか」とオファーを受けた。
　新しいチームでもあったし、自分が
箱根に導きたい。そんな思いで入学し
て３年目。箱根を走りたいという夢は
思わぬ形で実現した。昨年10月末に
東京都立川市で開催された箱根駅伝予
選会。大学としての出場権は逃したが、

個人成績では各チームトップ上位16人中11番目と
なり、関東学連選抜チームのメンバー候補に選ばれ
た。
　幸運にも恵まれた。例年の学連選抜チームの選考
方式だと、箱根駅伝予選会の上位10人が自動的に
メンバーとなるため、桜庭君はもう一歩のところで
外れることになっていた。しかし、今回、関東学連
選抜チームで指揮を取った中央大学の藤原正和氏の
方針により、予選会でまず16人を選び、その後に
行われる「記録挑戦競技会」か「八王子ロングディ
スタンス」での１万メートル記録上位10人に箱根
出走権を与える方式に変えたことで、桜庭君にチャ
ンスがめぐってきた。
　記録挑戦競技会に出場した桜庭君は「ここで負け
ても、もともとなかったチャンスだから」と奮起。
自己記録を30秒以上縮める好走で16人中10番目の
タイムで滑り込み、自力でその切符をものにした。

　山下りの６区は芦ノ湖
から小田原までの20.8
キロ。４キロ地点の最高
地点から標高800メート
ル以上を一気に下るコー
スだ。実は桜庭君自ら６
区を志願したわけではな
かった。関東学連選抜チ
ームでは１万メートル記
録挑戦会で上位タイムを
持つ選手から出走区間を
決めるルールで、10番
目の桜庭君に残されてい
たのが６区だった。
　残り物に福はあると思
いきや、「走れるのでど
の区間でもうれしかった
のですが、正直な話、あ
ぁ６区になってしまった
～と思ってしまいまし
た」。桜庭君は上りは得
意だが、下りは苦手。６
区となると各校の山下り
のスペシャリストを相手
にしなければならず、本
大会までの１カ月間、苦
手な下りを少しでも克服
するために普段とは違う
トレーニングを積んだ。
チームメイトとのスピー

ド練習に加え、下り坂を走るために必要な下半身を
つくるスクワットを練習に取り入れたり、実際に６
区のコースを試走し、どんな特徴があるかを確認し、
過去の箱根駅伝をＶＴＲで見てイメージトレーニン
グを行うなど準備した。関東学連選抜チームの仲間
とも声を掛け合い、良い雰囲気の中で本番に臨んだ。

　そして今年１月３日の復路。前の日は20時に就寝
し翌日に備えた。家族や友人、チームメイトからは、
「楽しんで走れ」「テレビで応援している」などの激励
のメールが殺到し、それは桜庭君が全てを見ること
ができない量だったという。そして当日は朝３時に
起床し、夢の舞台となるスタートラインに立った。
　関東学連選抜は往路を終え、21チーム中20位。
トップからは16分差であり、復路は明治大学、大
東文化大学、國學院大學、国士舘大学と５チームが
同時に出走する一斉スタートとなった。
　「やれることはやった」と目標タイムを59分台に
定めていた桜庭君。６区は山下り区間とはいえ、芦
ノ湖のスタートから４キロの最高地点までは上るコ
ース。「最初は抑えていくように」という監督の指
示を守り、力を入れずにリラックスして走っていた
が、得意の上りは桜庭君の真骨頂。一斉スタート５
チームの中でトップに立った。「想定通り。自分の
リズムで走れていた」と滑り出しは上々だった。
　しかし４キロ以降の下りに入ると、レースの流れ
が一変する。明治、大東文化、國學院のランナーの
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自衛隊を辞めて日本薬科大へ

桜庭！ 桜庭！ の大声援
「気持ちよかった」

昨年10月末に開催された箱根駅伝予選会 →
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